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1972 年に北海道支部は８つの支部に

再編成されました。全国的な動きなの

で、他の支部や地方本部でも昨年はイ

ベントを開催したところも多いと思いま

す。私たち渡島檜山支部は、一年遅れ

になりましたが、支部発足５０周年の記念

式典及び記念誌を発刊することができま

した。 

 渡島檜山支部では、３０周年、４０周年

の時も記念誌を発行し、微力ながら私も

そのお手伝いをさせていただきました。

式典にも参加し、この支部はすごいなあ

と思っていたところでした。 

 私は、中学校３年生の時に開局しまし

た。その頃は、同級生などいわゆる同年

代もたくさんいましたが、ちょっと先輩や

だいぶ先輩などの大人の人たちが、ビギ

ナーの私たちをとてもかわいがってくだ

さいました。私も交信しては、ＱＳＬカード

を携えて、自転車で、シャック訪問をさせ

ていただきました。「アンテナの上がって

いる家はみんな親戚」の教えの通り、どこ

の家に行っても、「まあ、あがれや。」で、

たくさんアマチュア無線のことを教えても

らいました。「新しい人に親切にする。」

「仲間を大切にする」「常に新しいことを

追求しようとする」などということを学びま

した。ここ函館は、連絡船、漁船、電電公

社、鉄道など、通信関係の職場も多く、

したがって、アマチュア局には、通信士



も多く、モールスや通信方法などもかなり

厳しく鍛えられました。 

 月日は流れて、私も、もう少しで開局５

０年。自分も教わる立場から、次の世代

を育てる立場になってきたかなあと思い

ました。支部長に立候補したのも、まだま

だアマチュア無線を発展させていきたい

という気持ちからでしたし、また、そういう

思いを次世代へつなげていくことが私を

育ててくださった先輩方への恩返しにな

るとも思ったからです。 

 でも、現実は厳しかったです。「応援し

ているよ。」というたくさんの言葉をいただ

きましたが、役員をやってくださる方は、

ほんの僅か。でも、ありがたく、役員の名

前を連ねていただき、事業は相談しなが

ら進めました。とても心の支えになりまし

た。その一方、実務は、自分一人でする

ことが多かったです。 

 今回の５０周年も、１０年後の６０周年を

見据えて、「５０周年プロジェクト」を発足

させ、若いメンバーに協力してもらおうか

と思って、メンバーを募りましたが、全く

手が上がらずでした。そこで、10 月に

「みなさん、助けてください、」ということで

緊急の全体会を持ったところ１０名程が

集まって下さり、同年代の方、何名かに

サポートをいたくことができ、準備を進め

ることができました。感謝しています。 

 「５０周年はやりたいんだけれど、やっ

たらいいかなあ、やってもみんな無関心

かなあ。」などと、悶々としていて、決心

が揺らいでいて、やっと１０月の会議でエ

ンジンスタートですから、正味１か月で、

記念誌を作るのは緩くなかったです。最

初の一週間ぐらいは、とにかく頼みに歩

きました。断られることがほとんどでした

が、拾ってくれる神ありで、原稿も集まっ

てきました。「この資料、使ったら。」と提

供して出さる方もいました。だんだん形

になっていくのがうれしかったです。 

 記念誌発行は、祝賀会の日で 11 月９

日です。１０月末ごろまでに、信頼できる

ローカル局にお願いして校正をしてもら

いました。私も丸二日間、原稿とにらめっ

こでした。その後は、印刷。１３２ページ、

１５０冊を、夜中もかけてプリンターで印

刷しました。印刷機が止まれば、起きて

紙やインクの補充という生活が何日か続

きました。製本業者に持っていき、祝賀

会の前の日に出来上がった記念誌を見

た時は、自分で言うのも変だけれども、と

ても感動しました。 

 祝賀会の方も、初めの頃は、両手もい

かないぐらいの人数でしたが、１８名まで

増えて、何とか形になりました。うれしい

ことに、最近開局した方、これからまさに

開局しようとしてくださる方も参加して下

さり、新旧入り混じっての楽しいひと時と

なりました。 

 私の前の支部長さんはその職を 10 年

務められました。「何とか感謝状をもらっ

てください。」と頼みに頼んで、もらっても

らうことができました。私なんて、まだ半

年ちょっとなのに、何回も何回も心が折

れそうになっているので、１０年務める偉

大さは、尊敬以外の何物でもないので

す。 

 式典が終わった次の日から記念誌配

付です。遠いところは送料がかかります

が、郵送して、函館近郊は全て配って歩

きました。送料がバカになりませんから。 



 記念誌が届いた方から、「よくやった

ね。」「よくまとまっているね。」などと言わ

れるとやっぱりやってよかったかなあと思

っています。50 年の節目を残すことがで

きて、少しは先輩方への恩返しができた

かなあと思っています。 

 記念誌の構想を立てる段階で、東京都

支部からいただいた記念誌は、たくさん

の活動報告や、資料でいっぱいで、足

元にも及ばないなあと思いながらも、まと

め方などを、学ばせていただきました。あ

りがとうございます。 

 また、「佐々木さん、ぜひ使ってくださ

い。」との寄付も何名かからいただき、結

構かかった経費の一部に充当させてい

ただきました。こちらも感謝です。 

  

 時折ＪＡＲＬから会員名簿を取り寄せ、

データを比較し、「新しく入った方がい

る。やったー。」というのと、「この方、お

辞めになったんだ。」とちょっと悲しくな

り、会議期限が H99/12/31 の往復はが

きを出しても帰ってこない方への声掛け

はどうしたらよいかなど、思いを巡らせな

がらも、支部の発展のことを一生懸命考

えていきたいと思います。 

会員がおもしろそうだから、行ってみ

たいなあ、参加してみたいなあという行

事を企画して、ローカル同士が研修し、

また、交流できるようにすること。そして、

アマチュア無線の社会貢献について、

会員の意識を高め、社会にＰＲしていくこ

と。それらが、支部長の仕事かなあと思

っています。一緒にがんばって下さる推

進者を探しつつ、新米の私の力がどれ

だけあるかわかりませんが、「がんばるだ

けがんばるわ。」という毎日です。 

これからも、全国で頑張っている支部

長さんの実践を伺って、支部運営を学び

たいなあと思っております。

 


